
1 
 

                                     資料 ２ 

 

平成１９年度東北地域バイオマス利活用推進連絡会議の活動 

（案） 
 

 

１ 普及啓発活動の強化 

（１）バイオマスシンポジウムの開催 

平成１９年１２月３日、仙台国際センター（仙台市）において「東北バ

イオマスフォーラム２００７」を開催した。参加者数 ５３０名 

                            【資料２－１】 

 

（２）各種イベントにおける情報提供 

各構成機関のイベント等で「東北バイオマスフォーラム２００７」の案

内チラシを配付した。 

平成２０年２月７日「食品リサイクルシンポジウム」（主催：東北農林

水産関連企業環境対策協議会ほか、後援：宮城県、東北農政局）で、バ

イオマス利活用に関する講演および参考資料を配付した。 

 

 

２ 情報交換・情報発信の強化 
 （１）連絡会議の定期活動 

各省庁におけるバイオマス利活用の取組みについての情報交換や、東

北地域のバイオマスの利活用を推進するための方策等について連絡調整

を行うために会議を開催した（第１回１９年６月、第２回２０年２月）。 

 

（２）ホームページの充実 
バイオマス連絡会議及び関係機関の活動状況、東北地域のバイオマス

取組事例、バイオマス利活用推進のための支援策等について、インター

ネットを通じてより広く紹介するため、ホームページを拡充し、新鮮な

情報を発信した。 

 

（３）「バイオマス関連補助事業等の手引き」を平成１９年度版に更新 

   地方公共団体等のバイオマス利活用の推進のため、事業活用の手引き

として、各省庁が所管するバイオマス関連補助事業、県単独補助事業の

支援内容について、ホームページに掲載した。 

【資料２－２】 

 

 

３ バイオマスタウンの推進のための支援と活動の強化 
（１）東北地域におけるバイオマスタウン構想の策定・公表目標数を、２

０１０年（平成２２年）までに３７地域に設定した。 
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○ 平成１８年度末までに東北管内で１８地域が策定済み。 

○ 平成１９年度のバイオマスタウン構想策定・公表地域は下記のとお

り。 

 青森県：十和田市、中泊町、八戸市、六ヶ所村 

  岩手県：軽米町、葛巻町 

  秋田県：能代市、東成瀬村 

  山形県：飯豊町 

福島県：会津美里町、大玉村 

［ 計 １１地域］ 

【累計２９地域】 

【資料２－３】 

 

（２）バイオマスタウン構想策定地域への活動強化  
H20.2.19 仙台市内において、秋田県小坂町、山形県村山市、福島県

富岡町のバイオマス担当者を招き、取組の状況や課題等について連絡

会議構成機関と意見交換を実施した。 

各構成機関からのアドバイス等を議事録にとりまとめ、他市町村が

参考情報として活用できるよう、連絡会議ホームページへ掲載した。 
 
（３）バイオマスタウン構想策定地域への情報提供等の支援 

各構成機関が主催、共催、後援するセミナー、シンポジウム、フォー

ラム等の開催イベント情報をバイオマスタウン構想公表市町村へ提供し

た（四半期毎）。 

各構成機関の支援事業の公募情報等をバイオマスタウン構想公表市町

村へ提供した（随時）。 

 

（４）バイオマスタウン構想策定予定地区への活動強化 

「バイオマス利活用相談窓口」への質問・相談対応 → ２件 

電話による相談等                              → 多数 

 

東北における策定目標３７地域の算出方法（市町村数は平成 18 年 3 月 31 日時点） 

 

全国市町村数 １８２１  タウン構築目標 ３００地域   約１６％ 

東北市町村数  ２３２  タウン構築目標 （232＊16％）３７地域 
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「東北バイオマスフォーラム 2007」写真集  

 
セミナーの部挨拶 

東北経産局_佐藤課長 

事例発表 

月島機械_有賀参事 

事例発表 

日本車両株式会社_吉田技師長 

 

講演 

（株）三菱総合研究所 

井上主任研究員 

主催者挨拶 

東北農政局_山根局長 

講演 

科学ジャーナリスト_小出氏 

 

講演 

東京大学生産技術研究所 

迫田教授 

提案 

東北バイオマス発見活用協議会 

図師田氏 

パネルディスカッションの様子 

 
BDF バス・タクシーによる 

市内走行出発式 

お客さんは、仙台市東二番丁幼稚園 

の皆さんです 

BDF バス 

BDF タクシー 
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フォーラムの部 

基調講演 

「地球市民の温暖化対策」 

• 科学ジャーナリスト      小出  五郎  氏  

o 講演者のプロフィール（PDF：22KB）  

「バイオマス利活用に向けた今後の展望」 

• 東京大学生産技術研究所      教授  迫田  章義  氏  

o 講演者のプロフィール（PDF：17KB）  

o 講演資料-1（PDF：564KB）  

o 講演資料-2（PDF：771KB）  

o 講演資料-3（PDF：362KB）  

提案 

「東北地域におけるバイオマス利活用の提案」 

• 東北バイオマス発見活用協議会      図師田  聡子  氏  

o 講演資料-1（PDF：591KB）  

o 講演資料-2（PDF：610KB）  

パネルディスカッション 

テーマ「私たちが創る環境に優しい社会」 

• コーディネーター  

o マサチューセッツ工科大学客員教授      庄子  幹雄  氏  

 コーディネーターのプロフィール（PDF：12KB）  

• パネリスト  

o みやぎ生活協同組合      大原  英範  氏  

 パネリストのプロフィール（PDF：17KB）  

o 佐川急便株式会社      中尾  文愛  氏  

 パネリストのプロフィール（PDF：16KB）  

 説明資料（PDF：185KB）  

o 三菱総合研究所環境・エネルギー研究本部   井上  貴至  氏  

o 科学ジャーナリスト      小出  五郎  氏  

o 東京大学生産技術研究所      教授  迫田  章義  氏  

バイオマス展示コーナー 

BDF バス・タクシーによる市内走行 
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資料 ２－１ 

 
東北農政局ＨＰより 

 
東北バイオマスフォーラム 2007 

 

～ 循環型社会の構築に向けた東北からの提案 ～ 

 

12 月 3 日（月曜日）、宮城県仙台市の仙台国際センターにおいて、およそ 500 人が参加して「東

北バイオマスフォーラム 2007」が行われました。 

フォーラムでは、最近の原油高やエネルギー自給の観点から注目を集めているバイオエタノール

や BDF（バイオディーゼル燃料）等の講演が行われると共に、既に地域で走行する BDF バスやタク

シーが仙台市内を走行し、国産バイオ燃料についての理解を身近にしました。 

また、科学ジャーナリストの小出五郎氏から「地球市民の温暖化対策」と題して、私たちが取り

組むべき地球温暖化対策として、地域レベルでの自発的な取組が大事であること等の講演をいただ

きました。さらに、バイオマス利活用を進め、政府機関のアドバイザリーグループメンバーを務め

る有識者や地域での取組事業者から地球温暖化防止対策の一つとして有意義な手法である「バイオ

マスの利活用」についてパネルディスカッションを行いました。 

そして、ゴミの分別や、バイオマス活用の取組を私たち一人一人が理解し支える「バイオマスタ

ウン」を作り進めていくことが大切であること等を「東北バイオマスフォーラム 2007」からの提案

事項としてまとめられました。 

 

フォーラムの様子  

 
会場の様子 展示コーナーの様子 BDF バス・タクシーによる市内走行
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資料２－２ 

 
バイオマス関連補助事業等の手引き 

 

 

 

 
 

 

平成１９年７月 

 

 

東北地域バイオマス利活用推進連絡会議 
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資料　２－３

平成20年5月末現在

  は、平成18年度以前公表地区 　　は、平成19年度公表地区 は、平成20年度公表地区
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11

製材所残材ガス化発電で、電気･熱をタラソテラピー

施設で利用等「地域エネルギーの地産地消」

1 青森県旧市浦村（しうらむら）

ホタテ貝殻から雪道凍結防止剤、製材端材・食品残さでガス化

8 青森県青森市（あおもりし）

遊休農地等を活用した菜の花栽培、廃食用油ＢＤＦ化

し農機利用に取組

2 秋田県小坂町（こさかまち）

「耕畜連携による土づくり」と端材・林地残材等の木質バイオ

マスや有機性残さをエネルギー活用

10 岩手県遠野市（とおのし）

家畜排せつ物・食品残さ等の堆肥化、間伐材・製材残材等の炭

化・木質ペレット化、廃食用油のＢＤＦ化

9 岩手県紫波町（しわちょう）

家畜排せつ物、家庭生ごみ、下水、し尿汚泥等を活用した完

熟堆肥の利用と、未利用の林地残材等を建築ボードや木質ペ

レットに変換利用

7 宮城県川崎町（かわさきまち）

生ごみ・バーク・もみ殻の堆肥化により、土づくりを基本とし

た特別栽培米を推進

6 福島県富岡町（とみおかまち）

間伐材・製材残材ガス化コージェネレーション、ペ
レットボイラー導入、農業集落排水汚泥の炭化、廃食

用油ＢＤＦ化と農機利用を推進

4 山形県旧立川町（たちかわまち）

家畜排せつ物を堆肥化、廃食油のＢＤＦ化、籾が

ら・間伐材を炭化し土壌改良材等に利活用

5 山形県旧藤島町（ふじしままち）

茸栽培廃菌床から高品質完熟堆肥を生産、木質バイ

オマスから栽培施設へ電気・熱を供給

11 山形県鮭川村（さけがわむら）

生ゴミ、間伐材、家畜排せつ物を堆肥化、資源作物

(ソルガム）栽培とエタノール化、バイオマス由来の燃

3 山形県新庄市（しんじょうし）

間伐材の発電・熱エネルギーを、融雪施設・冬期農

業に利活用し、豪雪地帯の快適で豊かな社会を創る資

12 山形県村山市（むらやまし）

廃食用油ＢＤＦ化をバイオマス利活用モデルとし、

木質チップボイラーを園芸施設へ導入、家畜排せつ泄

13 山形県西川町（にしかわまち）

東北地域のバイオマスタウン公表地域

稲わら・家畜排せつ物を堆肥化、下水汚泥をコンポスト化、生

分解性プラスチックの利用・製造でバイオマスタウンのシンボル

15 青森県藤崎町（ふじさきまち）

家畜排せつ物の有機質堆肥化で生産性の向上を図り、環境に配

16 岩手県花巻市（はなまきし）

家畜排せつ物を堆肥化、果樹剪定枝や建設発生木材の熱利用で

「冬の農業」を振興

14 青森県鶴田町（つるたまち）

鶏糞の水熱反応処理で高品質有機肥料を製造し、「九戸ブラ

17 岩手県九戸村（くのへむら）

家畜排せつ物・生ごみをメタン発酵と堆肥化、稲を

18 秋田県横手市（よこてし）

家畜排せつ物・もみ殻・稲わらの有機肥料化で有機農業の村

づくりを推進、生ごみや端材を熱エネルギー利用

20 福島県大玉村（おおたまむら）

家畜排せつ物、生ごみ、剪定枝を良質堆肥化、森林資源や廃

19 福島県会津美里町（あいづみさとまち）

産学民の活力で、家畜排せつ物を堆肥・肥料・エネルギー化、

汚泥・製材残材発電、生ごみ堆肥・飼料化、廃食用油ＢＤＦ化

23 青森県八戸市（はちのへし）

家畜排せつ物・稲わらを堆肥化、バイオマス発電、廃食用油

ＢＤＦ化・菜の花栽培とごみ減量化等の住民参加体制の整備を

24 青森県六ヶ所村（ろっかしょむら）

野菜残さの飼料化、家畜排せつ物液肥化で十和田ブランド農

畜産物を生産と製材所残材の熱エネルギー利用で新たな事業展

21 青森県十和田市（とわだし）

家畜排せつ物の良質堆肥化と廃材・林地残材の粉炭土壌改良

による優良農産物生産と廃食用油の直接エネルギー利用を推進

25 岩手県軽米町（かるまいまち）

家畜排せつ物・間伐材の有効活用で、木質ペレット利用拡大、

新たな木炭ビジネス展開など、地域資源（あるもの）活用によ

26 岩手県葛巻町（くずまきまち）

特産ネギ・山ウド等の農業残さ、林地残材、食品残

の安定的・効率的収集システムを構築し、エネル

27 秋田県能代市（のしろし）

豊富な木質バイオマスを公共施設でエネルギー活用、

家畜排せつ物・生ゴミを有機堆肥し、農業活性化とま

ちづくりを推進

28 秋田県東成瀬村（ひがしなるせむら）

薪炭林・間伐材をペレット化し、住宅・施設・ハウ

スに利用、家畜排泄物・生活系生ゴミを堆肥化、廃食

29 山形県飯豊町（いいでまち）

木質バイオマスのペレット化、稲わら等の堆肥化およ

び資源作物の栽培を推進

22 青森県中泊町（なかどまりまち）

27

30 秋田県羽後町（うごまち）
食品廃棄物等の未利用バイオマスの効率的な活用に

よる循環型社会の実現、放置間伐材等のペレット化・

ガス化など新エネルギー利用システム構築
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東北のバイオマス賦存量

生活系生ゴミ

6%
事業系生ゴミ

1%

下水汚泥

2%

林地残材

4%

木くず

5%

果樹剪定枝

1% 稲わら・もみ殻
18%

家畜排せつ物

63%

東北のバイオマス利活用状況

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家畜排せつ物

食品廃棄物

下水汚泥

木くず

林地残材

剪定枝

稲わら・もみ殻

既利用

未利用

東北のバイオマス賦存量：　　約１，９００万ｔ

　・家畜排せつ物、稲わら等の農業系がおよそ８割

　・木質系がおよそ１割

　

バイオマスの利活用状況：

・未利用系バイオマス　→　およそ　２／３

・廃棄物系バイオマス　→　およそ　４／５

                            資料 ２－４ 

東北地域におけるバイオマスの賦存量・利活用量 

 

 平成１９年度「東北地域バイオマス発見活用促進事業」において、統計情報を基に聞

き取り調査及び現場踏査等を補完し、東北地域のバイオマスの賦存量及び利活用の状況

を把握した。 
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                              資料２－５ 

 

東北管内市町村に対するバイオマスに関するアンケート調査結果 
（東北地域バイオマス発見活用促進事業より） 

 

 

１．調査目的 

バイオマスに関する市町村の考え方や状況を把握した。 

また、平成１７年度に東北地域バイオマス利活用促進連絡会議が実施した「バイオ

マス利活用とバイオマスタウンに関するアンケート」と比較し、意識の変化を把握し

た。 

 

２．アンケート調査対象 

２３１市町村バイオマス担当者を対象に、平成２０年３月に実施。 

回答数は１６３市町村、回収率は７０％。 

 

【参考：平成１７年度のアンケート調査】 

３１４市町村バイオマス担当者を対象に、平成１７年８月に実施。 

回答数は２８７市町村、回収率は９１％。 

 

 

３．アンケート調査結果  
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